
広島県自主防災アドバイザー

防災士 小松 宏

1



① 災害とは？

② 防災の三助

③ 防災のサイクル

④ 防災リーダーとは

⑤ まとめ
2



① 災害とは？
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 地震、浸水害、土砂災害、高潮、噴火など→
自然災害（天災）

 火事、事件・テロなど→人為的災害（人災）

これらが単独または複数発生して、
人の命や財産などに被害を及ぼす

これらはどこでも起こる
日頃からの防災・減災が重要
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 防災とは

災害を未然に防止し、

災害が発生した場合における被害の拡大を防ぎ、

及び災害の復旧を図ることをいう

（災害対策基本法第二条）
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 防災とは

災害を未然に防止し、

災害が発生した場合における被害の拡大を防ぎ、

及び災害の復旧を図ることをいう

（災害対策基本法第二条）

【平常時】

【発生直後の対応、発生後】

【復旧・復興】
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② 防災の三助
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防災の三助
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●世論調査の結果
✓ 内閣府による防災に関する世論調査の結果から、自助・共助・公助の

うち重点を置くべき防災対策について、「公助に重点」を置くという
回答が、約１０年前の調査から約１／３に減少

✓ 「公助、共助、自助のバランス」は１.５倍に増加

防災に関する世論調査（平成25年12月調査）内閣府大臣官房政府広報室

（平成２５年１２月調査：N=3,110人、平成１４年９月調査：N=2,155人）

「公助」中心の対策から、国民自らも参加する防災対策へ
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「法律や制度に基づき、
行政機関が提供するサービスなど」
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災害発生前
防災啓発、自主防災活性化支援、ハザードマップ

作製、消防・警察など
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災害発生時には、
住民全員に「公助」は届かない
公助のもつ力を災害は超えてくる

対応できない！！！
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平成30年12月
中央防災会議・防災対策実行会議
7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキング
グループの報告書
【http://www.bousai.go.jp/fusuigai/suigai_dosyawo
rking/pdf/honbun.pdf】

※中央防災会議は、
災害対策基本法に基づいて設置さ
れた重要政策に関する会議（内閣
及び内閣総理大臣を助け
る「知恵の場」としての機能）。
内閣総理大臣を長とし、
内閣府に事務局を置く会議である。

ウィキペディア（Wikipedia）より
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 行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を

出すことは不可能です。自然の脅威が間近

に迫っているとき、行政が一人ひとりを助け

に行くことはできません。

 行政は万能ではありません。皆さんの命を

行政に委ねないでください。

平成 30 年 7 月豪雨を踏まえた水害・土砂災害から
の避難のあり方について （ 報 告）より抜粋
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行政主体の取組（公助）から
住民が自らの命は自らで守る（自助・共助）の
取り組みを支援するよう方向転換

公助に頼り切った防災
は危険！！
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「自分の命は自分で守る」
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「自分の命は自分で守る」

災害により、「あなた」が怪我を
しない、死なない

そして、あなたとその家族や友人
など「あなたに関わる人」が悲しむ
事、そして後悔をさせないために、

それは、あなただけでなく、家族や
友人など多くの命を守ることになる
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⚫ している
⚫ していない
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１０４ ７４
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２１５ １５７
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⚫ レベル３（高齢者等避難）
⚫ レベル４（避難指示）
⚫ レベル５（緊急安全確保）
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１９ ７２ ９０
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23 110 201
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２. 避難情報や防災気象情報を確認する

出典：内閣府 令和元年台風第19号等を踏まえた避難情報及び広域避難等に関するサブワーキンググループ 最終とりまとめ

令和３年５月20日から避難情報が変更されました！
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大雨特別警報

記録的短時間大雨情報

土砂災害警戒情報

大雨警報

大雨注意報

災害リスク
高

雷注意報
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大雨特別警報

記録的短時間大雨情報

土砂災害警戒情報

大雨警報

大雨注意報

災害リスク
高

雷注意報
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発表は気象庁
特別警報とは？

現象の種類 基準

大雨
台風や集中豪雨により数十年に一度の降水量となる大雨が
予想され、もしくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により大雨になると予想される場合

暴風

数十年に一度の台風や同程度の
温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される
場合

高潮
高潮になると予想される
場合

波浪
高波になると予想される
場合

暴風雪
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により
雪をともなう暴風が吹くと予想される場合

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合



それまでに全く準備をしていなかったら・・・

ただちに命を守る行動をとってください！

特別警報が発表されたら

手遅れ！！
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大雨特別警報

記録的短時間大雨情報

土砂災害警戒情報

大雨警報

大雨注意報

災害リスク
高

雷注意報
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大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、
命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生しても
おかしくない状況となったときに、市町村長の
避難勧告や住民の自主避難の判断を支援する
よう、対象となる市町村を特定して警戒を呼び
かける情報で、都道府県と気象庁が共同で発
表しています。

土砂災害警戒情報とは？

気象庁ホームページより抜粋
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土砂災害警戒情報は、

過去に発生した土砂災害を調査した上で

「この基準を超えると、過去の重大な土砂災害の発生

時に匹敵する極めて危険な状況となり、この段階では

命に危険が及ぶような土砂災害がすでに発生していて

もおかしくない」という基準を設定し、

避難にかかる時間を考慮して２時間先までに基準に到

達すると予測されたときに速やかに発表しています。

気象庁ホームページより抜粋
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気象庁ホームページより抜粋
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気象庁ホームページより抜粋
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「顕著な大雨に関する情報」は、大雨による災害発
生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水
帯により非常に激しい雨が同じ場所で降り続いてい
る状況を「線状降水帯」というキーワードを使って
解説する情報です。
この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報で

す。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。
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https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/alertlevel.html


出典：「線状降水帯予測の開始に
ついて」：気象庁

URL

【https://www.jma.go.jp/jma/pres

s/2204/28a/senjoukousuitaiyos

oku_20220428.pdf】
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池やダム、容器などに
一杯に水が溜まること。

たんすい
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国は、河川の氾濫の恐れが高まった時に発表される氾濫
危険情報の運用ルールを変更し、３時間以内に氾濫する
恐れがあると予測された場合、前倒しで発表することを
決めました。

「氾濫危険情報」予測でも発表 避難警戒レベル4相当
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高潮の発達には主に二つのメカニズムがあります。一つは大気圧の低下に伴い、
海面が吸い上げられるように上昇する「吸い上げ」と呼ばれる現象です。二つ
目のメカニズムは、湾口から湾奥に向けて強風が吹き続けることにより、湾の
奥に海水が吹き寄せられて海水面が上昇する「吹き寄せ」です。この「吹き寄
せ」による海水面の上昇は、風速が速いほど、湾の長さが長いほど、湾の水深
が浅いほど大きくなります。

気圧低下による吸い上げ効果のイメージ 風による吹き寄せ効果のイメージ
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津波警報とは

津波警報が解除されるまで避難をやめない！

津波が来るおそれがあるとき、地震が起こってから
３分以内に津波警報が発表されます！

津波警報の種類

大きな津波は、何度も繰り返しやってくる！

巨大地震の場合の表現

巨大

高い

（表記しない）
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では、ここで問題です。

「避難所」
「避難場所」
の違いは？
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避難所
⚫ 地震などにより家屋の倒壊や
焼失などで被害を受けた方、
または現に被害を受ける恐れ
がある方が、一定の期間避難
生活をする場所です。

⚫ ここでは、飲料水やトイレなど
を備えています。

⚫ 具体的には、小中学校や公民
館などの公共施設が指定され
ています。

避難場所
⚫ 災害が発生し、地域全体が
危険になったときに避難す
る場所で、災害がおさまる
まで一時的に待つ場所で
す。

⚫ ここでは、基本的には食料
や水の備えはありません。

⚫ 具体的には、大規模な公園
や緑地、大学などが指定さ
れています。

指定避難所
（生活避難場所）

指定緊急避難
場所

【災害対策基本法 平成25年6月改正】 47



「避難所」と「避難場所」に関しては、
地方自治体により、呼び方が微妙に異なっていたり、
種類が細分化されていたりと、
これまでは全国的な統一は行われていなかったが、
2013年（平成25年）6月に改正された災害対策基本法
で
「避難場所」と「避難所」が明確に定義された。

ちなみに、法律で基準は明確になったものの、
以前から地域で浸透している呼び方・区分けもあるので、
今現在は統一作業の途中の状態でもある。

また国土地理院では、この災害対策基本法の改正を受け
て、地図記号を定めた。
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原則は徒歩

状況によっては車での避難も・・・
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車で逃げることは大きなリスクを伴います。
道路が渋滞して身動きがとれなくなることや、

海沿いの道路を走っていて津波に
飲みこまれることがあります。

状況にあわせて車での避難を断念したり、
車を捨てる判断をしないといけません。
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出典：「避難行動判フロー」：内閣
府
URL

【http://www.bousai.go.jp/fusuig

ai/typhoonworking/pdf/houkoku/

campaign.pdf】
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地域住民が自主的に連帯して、防災活動を
行う組織のことを言います。
具体的には、平常時は防災訓練や広報活
動、災害時には初期消火、救出救護、集団
避難、避難所への給水給食などの活動を
行います。
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かつての
地域社会

親密な人間関係を構成：「向こう三軒両隣」

地域住民の変化

現在の
地域社会

地域とのつながり・結びつきの希薄化
：「隣は何をする人ぞ」

安心・安全な暮らしを守る地域社会の形成

少子高齢化の進展
核家族化・単身世帯の増加
生活様式の多様化 など

（変化の要因）

地域社会のつながり・結びつきの必要性を再認識し、
地域での自発的な取り組みの推進

向こう三軒両隣

隣は何をする人ぞ
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安心・安全な暮らしを守る地域社会の形成

防災コミュニティの形成

平常時から災害発生前後の
ささえあう関係づくりの形成・維持

自主防災組織の結成・活動が必要
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③ 防災のサイクル
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出典【内閣府 平成16年防災白書】

平
常
時

地域防災・災害時対応の中核が
自主防災組織と言われる

災
害
対
応

復
旧
・復
興

防災・減災のサイクル
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出典【内閣府 平成16年防災白書】

平
常
時

災害発生前だからこそ、備えを今行っておく！

災
害
対
応

復
旧
・復
興
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災害弱者
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災害が発生し、又は災害が発生するお
それがある場合に自ら避難する ことが
困難な方であって、その円滑かつ迅速
な避難の確保を図るため
特に支援を要する方

災害弱者（災害時要援護者、要配慮者）とは

災害時要援護者とは

【出展：広島市 避難行動要支援者支援制度について
URL：https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/saigaiinfo/17768.html】
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肢体不自由者
内部障がい者
妊産婦
傷病者

視聴覚障がい者
知的障がい者
精神障がい者
外国人
旅行者

高
齢
者

身体 情報
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死者に占める65歳以上の高齢者の割合

2020年 7月豪雨 約７９％

2019年 台風19号 約６５％

2018年 西日本豪雨 約７０％
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軽度の知的障害がある母親（当時２７）
が避難所の場所が分からず娘（当時５）
と共に自宅で亡くなる

西日本豪雨災害 岡山・倉敷市真備町
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やさしい日本語
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「やさしい日本語」とは、普段使われている言葉を、外国人にも
分かるように配慮した簡単な日本語のことです。日常的な場面
や身近な話題で使われる日本語を「ある程度」理解できる人が
使うレベルです。
1995 年の阪神・淡路大震災で、日本にいた多くの外国人が、
日本語を十分に理解できず、必要な情報を得られないがため
に適切な行動を取ることができず、被害を受けました。
そこで、災害発生時に、日本語が不慣れな外国人に、素早く
的確に情報を伝えることを目的に考案されたのが「やさしい日
本語」です。
考案当初は、災害時の情報伝達手段として使われていました
が、現在では、自治体や外国人支援団体で、生活情報や観光
情報などを伝える手段としても使われるようになりました。
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高台に避難してください。

高い 場所へ 逃げて ください。
たか ばしょ に
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安全なうちに避難行動を
はじめ、そして終える
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出典：平成30年7月豪雨災害における避難
対策等の検証とその充実に向けた提言
URL

【 https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploade

d/attachment/54796.pdf】
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避難とは？？

「避難とは住民に生活を
根こそぎ捨てさせることだ」

簡単ではない！！

82



出典：平成30年7月豪雨災害における避難
対策等の検証とその充実に向けた提言
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出典：平成30年7月豪雨災害における避難
対策等の検証とその充実に向けた提言
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出典：平成30年7月豪雨を踏
まえた災害時の行動事例
URL

【https://www.gensai.pref.hir

oshima.jp/action/pdf/koudo

u_jirei.pdf】
85



86



87



88



出典：平成30年7月豪雨災害における避難
対策等の検証とその充実に向けた提言
URL

【 https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploade

d/attachment/54796.pdf】
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・危険を感じる
(避難情報や大雨特別警報など）
・家族、近所や地域の人・
友人などの「避難する」という
声かけ

避難した人は・・
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安全なうちに避難行動を
はじめ、そして終える

安全な場所で起きた災害
から身を守りながら生活する

災害が起きる前

災害が起きた後
93



１０

８０

１０

適切な行動をとる人

ショック状態におちいり
凍りつく人

我を失い、非建設的
な行動をとる人

サバイバル１０－８０－１０理論
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「これくらいなら大丈夫」
→正常性バイアス
「皆と一緒だから大丈夫」
→多数派同調バイアス
「現状のやり方が慣れている」
→現状維持バイアス
「自分には悪いことは起こらないだろう」
→楽観バイアス
「脳が処理できなくなり思考停止に陥る」
→凍りつき症候群 など

心の緊急スイッチをいれる
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警戒レベル４が出ても逃げない
「お婆さん」がいました

逃げない住民

良くない行動といわれる
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お婆さんは
「苦労して爺さんと建てた家だけが
流されて自分は助かっても、その後の
人生を考えたらとてもつらい。
だから家が流されるなら自分も一緒に
流される」

お婆さんの尺度ではベストな選択

ギャップが発生している
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「逃げる』という行為を導き出す

発生したギャップ

「専門家の尺度で住民を評価するのではなく、
彼らに寄り添い、それを理解したうえで、彼
らの尺度から再び『逃げる』という 選択を
導き出す。そのためには相手の心の 内面に
寄り添わなければならない」

家族・地域でおこなう
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出典【広島県 「自主防災組織による避難の呼びかけ
体制づくりマニュアル」を作成しました】

「避難の呼びかけ体制づくり」
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「ひろしまマイ・タイムライン」
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「ひろしまマイ・タイムラインをつくろう」

102



地域防災タイムライン
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地域防災タイムライン
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地域防災タイムライン
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④ 防災リーダーとは
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リーダー
シップを

とるために！
②楽しく活
動しよう

③仲間（3人程
度の協力者）
を作ろう

⑥役割を分担
しよう

⑤地域防災に
参加する人を
育てよう

④地域住民とコミュ
ニケーションを図
ろう

①リーダーとい
う立場を最大
限利用しよう

リーダーシップをとるコツ

出典：「地域防災リーダー入門」テキスト：内閣府 URL：
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/leader_text.html107



●地域に認められた「地域防災リー
ダー」ということの認識と
自信を持つ

● リーダーの立場を最大限利用する
ことを考える

＜例えば. . . ＞

【地域の住民に対して】

・防災活動等への参加を積極的に声をかける

【行政や他の地域組織に対して】

・組織同士という立場で話し合いや協力を依頼する

①リーダーという立場を最大限利用しよう

リーダー
だからこそ
できること！
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●活動が活発な団体には、みんなが楽し
んで活動している事例が少なくない

②楽しく活動を進めよう

防災

地域の祭・イベント

防災訓練

楽しむ
工夫

●楽しく活動することにより. . . 
✓ 活動の達成が得られ、次の活動への

意欲がわく

✓ 参加する住民の輪が広がる

● 「楽しく」をキーワードに活動していく
ことを考えてみる
✓ 地域のイベントを活用して「防災」

を入れ込む

✓ コンクール、ゲーム、映画会など訓
練やイベントを楽しめる工夫を取り
入れる
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＜例えば. . . ＞
✓ 地域のイベントで食事の提供を行う際に、災害時に使用

する給食用の機材や食材を使ってみる

✓ このような取り組みで以下のような効果がある

• 資機材の操作が習得できる

• 資機材の動作点検ができる

• 災害時の食事がどんなものかわかる

• 備蓄品の管理状況が把握できる

• 資機材点検だけのための時間が節約できる

等々

②楽しく活動を進めよう
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●具体的な活動
✓ 炊き出し訓練を兼ねた楽しいイベントの

実施

夏祭りでの「イカ焼き機」を使った食べ物の提
供や「ふれあい餅つき大会」の実施

✓ 楽しいイベントでの子どもと防災会の交
流

子供に防災会の人の顔を覚えてもらうために、
サッカーワールドカップの「パブリックビュー
イング」やマンション内を子どもと一緒に夜回
りする「防災パトロール隊」などの子どもが楽

しめるイベントの実施
参考資料：総務省消防庁「自主防災組織の手引」（平成23年3月改訂

版）

イカ焼き機
（様々な食材を素早
く焼くことができ
る調理器具）

平常時に楽しく活動している事例（１）

◆加古川グリーンシティ防災会（兵庫県加古川市）
【第10回防災まちづくり大賞総務大臣賞(一般部門)受賞(平成17年度) 】

②楽しく活動を進めよう
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参考資料：総務省消防庁
「自主防災組織の手引」
（平成23年3月改訂版）

防災コンクールの様子

平常時に楽しく活動している事例（２）

◆泉町三丁目地区連合自治防災会
(東京都国分寺市)

【第13回防災まちづくり大賞消防庁長官賞受賞(平成20年度) 】

●具体的な活動
✓ 防災訓練にコンクール形式を取り入れ

た「防災コンクール」

3人1組で様々な防災技能をコンクール形式
で競い合うことで、楽しく、スポーツ競技の
ように防災訓練に参加することができる

✓ 子どもが参加したくなるイベントと併
せた「親子防災映画会」

子ども向けの映画会を開催し、会場内で、
消防署が煙体験コーナーなどを設置、子ども
に体験してもらい、防災への関心を高める。

②楽しく活動を進めよう
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○
組織運営で協力し
てもらえる仲間（３
人程度の協力者＝
役員的な立場）を
作ることが重要

×
リーダー一人で、
組織運営や災害対
策活動の指揮を行
うのは、負担が大
きく、無理

仲間がいるこ
とで、

平常時には、
組織運営や活
動の指示など
で相談や役割
分担ができる

災害時には、
リーダー不在
時でも、代わ
りに地域の防
災活動の指示
ができる

リーダー業務 リーダー業務

③仲間を作ろう（３人程度の協力者）

仲間の中に女性の
参画を！
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●平常時から「地域に『顔』を売っておく」

④地域住民とコミュニケーションを図ろう

• リーダーは全住民を知ることは不可能
だが、全住民がリーダーはだれか理解
することは可能

• 地域の活動では「顔の見える関係」が
重要！

• 活動する上で役立つ資格やスキルを
持った人材を探しやすくなる

リーダー

リーダー

✓ 地域住民に自分が地域防災リーダーで

あることを知ってもらう

✓ 地域住民を知ることで、地域の人的
なネットワークを広げる
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●楽しい訓練やイベントを企画し、まずは地域住

民に防災活動へ参加してもらい、防災への関

心を高めてもらうことが必要

●参加した住民に積極的に声をかけ、地域防災

活動への継続的な参加・協力を促す

⑤地域防災に参加する人を育てよう

こうしたことを繰り返し、地域の防災活動の必
要性を理解し、活動してくれる住民を多く育成
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●他人に積極的に任せる

✓ 任せた作業の進捗などの管理はしっかり行う

✓ 役割分担する際は、責任と権限を与える

⑥役割を分担しよう

会報の発行

資機材の
管理＿

防災訓練
＿企画

リーダー業
務

リーダー
業務

作業管理
会報の
発行

資機材の
管理

防災訓
練企画

こうして育成した人材から、次の世代の地域防災
リーダーの候補を見つけることも重要！
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平 常 時
●地域を知る

●住民の自助の推進

●自主防災組織の計画・実行

●災害のための備え

●ともに防災活動を行う仲間を
作る。育成する。

●受援力の強化

災 害 時
●住民の安否確認

●地域の被害状況の調査・把
握

●周囲に声をかけ、災害対策
活動に協力を求める

●応急対策活動や避難所運営、
地域の復興の進め方など防
災活動に関する知識や知恵
を活用する

平常時 災害時
災害
発生
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平 常 時
●地域を知る

●住民の自助の推進

●自主防災組織の計画・実行

●災害のための備え

●ともに防災活動を行う仲間を
作る。育成する。

●受援力の強化

災 害 時
●住民の安否確認

●地域の被害状況の調査・把
握

●周囲に声をかけ、災害対策
活動に協力を求める

●応急対策活動や避難所運営、
地域の復興の進め方など防
災活動に関する知識や知恵
を活用する

平常時 災害時
災害
発生
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「助けを受け入れ、

人に頼ることがで

きる力」のこと

出典：地域の『受援力(じゅえ
んりょく)』を高めるために -内
閣府
URL

【http://www.bousai.go.jp/ky

oiku/bousai-

vol/product/juenryoku/index

.html】

出典：受援力ノススメ -内閣
府防災担当
URL

【http://www.bousai.go.jp/ka

igirep/kentokai/hinanzyokak

uho/wg_situ/pdf/dai3kaisan

kou5.pdf】
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力を貸して助ける力

→支援力（しえんりょく）
「助けて」と言える、支援を上手に受ける力

→受援力（じゅえんりょく）
支援を勢いよく地域に届ける、結びつける力

→活援力（かつえんりょく）

日頃から高めておく
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協 働
同じ目的のために、対等の立場
で協力して共に働くこと。
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⑤ まとめ
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まとめ

リーダーとは希望を

配る人のことだ

～ナポレオン・ボナパルト～
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・責任

・責任感

他人から押し付けられるもの

自ら責任を感じること

→一人で抱えないで下さい！
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地球は生きている＝
災害は必ず起きる

～将来に備える。非常時は普段
の動きが生きてくる～
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非常時は
普段の動きが
生きてくる
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災害に備える

①物（備蓄）

②知識

③気持ち
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被災者になる覚悟
ありますか？

覚悟とは危険なこと、不利なこと、困難なことを
予想して、それを受けとめる心構えをすること。
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能登半島先端部に位置する石川県珠洲
市三崎町は、地震と津波で壊滅的な被
害を受けた。約４０世帯９０人ほどが暮ら
す町北部の寺家下出地区も地震から間
もなく津波に襲われ、多くの住宅が倒壊。
それでも大半を高齢者が占める住民は
５分以内に高台に避難して全員無事
だった。地区では東日本大震災をきっか
けに毎年避難訓練を行っており、住民は
「奇跡じゃなくて、訓練が生きた」と振り
返る。

出展：時事通信社
【https://www.jiji.com/jc/

article?k=20240115006

33&g=ieq】
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約２０００年前の創建と伝わる須須神
社がある同地区には、１日午後４時１０
分の地震発生から間もなく津波が襲来。
海沿いを通る道や海岸の至る所に、家
具やタイヤ、住宅の一部だったと思われ
る木材が散乱していた。
「この地震なら津波が来る」。東日本大
震災以降、大地震と津波を想定した避
難訓練を年１、２回続けてきた住民は、
揺れが収まると荷物を持たずに、体一つ
で坂道などを上り、高台の集会所に向
かった。近所同士で声を掛け合い、足の
悪い人を背負うなど協力。地震から５分
ほどで全員が集会所に到着すると、津
波が到達したという。

出展：時事通信社
【https://www.jiji.com/jc/

article?k=20240115006

33&g=ieq】
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事前復興
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• 「事前復興（じぜんふっこう）」という
言葉は、阪神・淡路大震災以降の防災計画
づくりの中で生まれてきた考え方。

• 平時に災害が起きたらどう復興するかを
考え、準備しておくことで、災害以降の
復興をスムーズに進めていくというもの。

• 復興のまちづくりでも、平時のまちづくり
でも、大切な考え方。

事前復興
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「東日本大震災から10年
広島で暮らしている避難者の
歩みを冊子にまとめる」
という記事・・・

そのコメントが・・・
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• 被災するというのは？

どうなることなのか？

• 復旧・復興するというのは？

その過程や手順など
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それが防災です

⚫守りたい命
⚫守らないといけない命
⚫自分の命
これらを守るための行動をする

備えをする
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防災＝まちづくり

⚫一人一人の防災意識
（日ごろどれだけ災害を想定・想像しているか）

⚫地域の防災への取り組み・備え（自主防災会活動
など）

地域の防災力

一部の人に頼るのではなく、
地域全体で防災へ取り組む
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⚫活動し続ける

⚫学び続ける
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仲間は必ず存在して
います

「災害死ゼロ」
を実現しましょう！

一人ではない
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